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標語で年中防災啓発

小山田地区防災連絡協議会　会長　萩　　伸元

昨年､ 3月1 1 Ejの東日本大震災は､予想の針が振り切れるほどの大きな揺れと､その後に続く大津波で未

曾有の被害となりました｡三陸沿岸では､多くの尊い人命も失われました｡

小山田地区は､海岸から遠く津波の心配はありませんガ､その分､地震対策を急ぎ住民の意志や啓発も強匿]

なものにしなくてはなりません｡

市では､今までの防災計画を見直して精査し､あらためて議論を尽くすとともに､防災意識の向上をはかる

計画です｡

私たちは､毎年｢防災標語｣に力を入れ､家族みんなで考え､小･中学校､一般で4 0 3点の応募から入選

作9点をA 2版のカレンダーにカラー印刷し全戸へ配付｡家庭では､年中生きた啓発活動が続いています｡

これからも明るく住みよい小山田にするため､温かいご支援と力強いご協力を切にお願いします｡

(写真は東日本大震災で鉄筋2階建の屋上に乗り上げた双胴船)



習､新し<購入した発電機及び浄

水器の使用訓練を3ブースに分か

れて実施.どのコーナーでも､自

主防災隊員が指導に当たり､参加者は真剣に臨んでいた｡

最後に､災害時の避難所を想定して非常食の試畠を行った.

町内5か所にあいて消防団の指導のもと､一斉に消

火栓開閉･消防/T-ス接続及び放水訓練･消火器を用

いた初期消火訓練を実施｡

年に一度の訓練で､消防車が到着するまでの初期消

火がいかに重要であるかを再認識し､防災意識を高め

る良い機会となった｡
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町内にある防火水槽は29. 6トンの貯水が可能で､ここか

ら取水して行う放水訓練と合わせ､消火器を用いた初期消

火訓練を実施した｡参加者には､災害が発生しても決して

パニックにならず､冷静に対処できるよう日頃からの備え

を呼びかけた｡
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地震体験車『体験<ん』での震度体験､初期消火訓練

を順に実施｡てんぷら火災の消火訓練では､全員落ち着

いた対応ができたが､消火が確認された後には必ずガス

の元栓を閉めるよう指導があった｡最後に炊き出し班の

準備したアルファ米とカツパンの試食を行った｡親子で

の参加も多く､家族揃って防災意識を高める良い機会と

なった｡



厳しい寒さの中､将来災害から地域を守る戦力と

なる子どもたちもたくさん参加し､避難誘導･消火

栓開閉･放水･初期消火訓練を実施｡資機材の点検

も兼ねて確認しながらの訓練となった.消防団より､

六名町は道幅の狭い箇所があるため大型消防車の出

動が制限されることがあり､消防車到着までの地域

での自助･共助が最も重要であると指導があった｡
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昨年3月11日に発生した東日本大震災は､千年に一度といわれる未曾有の大災害で､地震･津波･原

発事故による想定をはるかに超えた被害をもたらしました｡

この震災で被災された万々並びに消防団活動中に犠牲になられた多くの団員に対し､心から哀悼の意

を表すとともに､一日も早い復旧復興を願ってやみません｡

小山田消防分団は､平成23年4月1日付rj-で､伊藤忠夫分団長が四Ej市市消防団副団長に昇格､後任

の分団長には伊藤文夫氏､副分団長には矢田正喜氏が任命されました.

なあ､引き続き『自分達の町は自分たちで守る』をコンセプトに活動しています｡

ll.消防分団の活動

(1 )火災発生時の消火活動

小山田地区では､家屋火災が連続発生し､犠牲者の出る異常事態が続いていました.しかしな

がら､平成24年1月までの火災出動件数は2件あったものの､誤報と内部地区内の枯華火災で

あったため､実質0件と大変喜ばしい状況です｡

今後も地区内全員の協力をもって､是非火災0件の記録を続けて行きたいものです｡

(2)防災訓練などの住民指導

平成23年度も､小山田地区全9町で防災訓練が実施され､小山田消防団は次の7地区で指導を

行いました｡その内杏は､東日本大震災の発生および東海･乗南海･南海地震を危憤して､地震

体験車f=よる体験訓練が増えました.

訓練は参加者全員が､見学ではなく体験していただくよう努力しています｡万一災害が発生し

た時には､この体験が初期の対応に大変役立ってくるのです｡

訓練を重ねる毎に､子どもからお年寄りまで幅広く参加者が増え､また繰り返し訓練を行うこ

とで防災のL/ヘル向上が心強く感じられる様になってきました｡

軍藍≡毒手≡ ≡二二≡ ≡童=-f≡慧華

(3)火災予防･啓発活動

今年も冬場の火災:J-ズンには､テL,どや新聞等で火災の逃げ遅れによる犠牲者の報道がされ

ています｡春･秋の火災予防週間には､法律で義務化された｢住宅用火災警報器｣の取り付けを

重ねてお願いしてまいりました.

｢住宅用火災警報器｣は､家庭内の火災をいち早くキャッチし､逃げ遅れの犠牲者を減らす切り

札ですので､まだ設置していない家庭では早急に対応をお願いします0
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I 2.四日市市消防操法競技大会で敢闘賞受賞

毎年7月に開催される四日市市消防分団対抗の消防操法競技大会は､今回で48回を迎えました｡

毎年6月から7月にかけての1か月間､梅雨時から真夏の悪条件の中､連夜･休日に操法課題の

練習を行っていますo選手の若返りとL/ヘルの向上を図り､ようやく勝負のできるこ体制が整って

きて､今年は上位入賞を狙っていましたガ､残念ながら僅差の敢闘賞受賞にとどまりました.

大会は中央緑地公園で行われます｡来年は優勝を狙っていきますので､皆様の応援をよろしく

お願いします｡

I 3.消防出初式

平成24年の消防出初式が1月8 Ej

(日)に挙行され､ ｢消防車の分列

行進｣ ｢式典｣ ｢アトラクション:

はしご乗り演技･幼稚園児の踊り｣

｢一斉放水｣等が行われました｡

l 4.東日本大震災の支援
小山田消防分団は､東日本大震災の復旧復興支援として次の取り組みを行いました｡

①三重県が支援をしている岩手県山田町でのボランティア活動に個人で参加｡

②被災地の産業復興のため､岩手県山田町特産品のくりっこ屋製菓店のお菓子を購入｡

③分団研修旅行は､ 2泊3日の東北3県の団員家族旅行を挙行｡風評被害で大打撃を受けている

中､現地旅行関係業者には大いに感謝されました｡

④義援金の拠出等

l 5.消防団員の募集
小山田地区在住､または勤務している18歳以上で健康な万であれば入団できますので､
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